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（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
幾つかの抗がん薬は極めて深刻な末梢神経障害（CIPN）を誘発し、がん化学療法の大
きな制限因子となる。申請者は、オキサリプラチン（L-OHP）によるCIPN動物モデル及
び評価系を改良し、痛みだけでなくCIPNの主症状である感覚障害を検出できる新規評
価系を構築した。さらに、これらの手法を用いて、L-OHPの反復投与によって生じる末
梢血流障害が、CIPNの発症や進行に寄与していることを明らかとし、血管拡張薬によ
り末梢血流障害を改善することで末梢神経障害が抑制されるという新たな治療戦略を
提唱した。本研究で用いた血管拡張薬は、現在、臨床使用されている既承認医薬品で
あり、本研究成果はL-OHPによるCIPNに対する有効な予防/治療薬の開発に貢献する可
能性を提示している。 
 
よって、本論文は博士（薬学）の学位論文として価値あるものと認める。また、令和
2年2月5日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認め
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
